
不慮の事故について 

 

約款で定めている「災害死亡保険金」「障害給付金」「災害入院給付金」

「特定損傷給付金」などの、支払の直接の原因となる不慮の事故とは、次

ページ以降に掲載している「別表2対象となる不慮の事故」の通りです。 

 

この別表は、終身保険（無配当）のご契約のしおり・約款（2006 年

10月改訂）より抜粋したものです。 
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別表２　対象となる不慮の事故

対象となる不慮の事故とは急激かつ偶発的な外来の事故（ただし、疾病または体質的な要因を有
する者が軽微な外因により発症しまたはその症状が増悪したときには、その軽微な外因は急激かつ
偶発的な外来の事故とみなしません。）で、かつ、昭和53年12月15日行政管理庁告示第73号に定め
られた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容については、「厚生省大臣官房統計情報部編、疾
病、傷害および死因統計分類提要、昭和54年版」によるものとします。

分　　　　類　　　　項　　　　目 基本分類表番号

１．鉄道事故
２．自動車交通事故
３．自動車非交通事故
４．その他の道路交通機関事故
５．水上交通機関事故
６．航空機および宇宙交通機関事故
７．他に分類されない交通機関事故
８．医薬品および生物学的製剤による不慮の中毒
ただし、外用薬または薬物接触によるアレルギー、皮膚炎

などは含まれません。また、疾病の診断、治療を目的とした
ものは除外します。
９．その他の固体、液体、ガスおよび蒸気による不慮の中毒
ただし、洗剤、油脂およびグリース、溶剤その他の化学物

質による接触皮膚炎ならびにサルモネラ性食中毒、細菌性食
中毒（ブドー球菌性、ボツリヌス菌性、その他および詳細不
明の細菌性食中毒）およびアレルギー性・食餌性・中毒性の
胃腸炎、大腸炎は含まれません。
10．外科的および内科的診療上の患者事故
ただし、疾病の診断、治療を目的としたものは除外します。

11．患者の異常反応あるいは後発合併症を生じた外科的およ
び内科的処置で処置時事故の記載のないもの
ただし、疾病の診断、治療を目的としたものは除外します。

12．不慮の墜落
13．火災および火焔による不慮の事故
14．自然および環境要因による不慮の事故
ただし、「過度の高温（Ｅ900）中の気象条件によるもの」、

「高圧、低圧および気圧の変化（Ｅ902）」、「旅行および身体
動揺（Ｅ903）」および「飢餓、渇、不良環境曝露および放
置（Ｅ904）中の飢餓、渇」は除外します。
15．溺水、窒息および異物による不慮の事故
ただし、疾病による呼吸障害、嚥下障害、精神神経障害の

状態にある者の「食物の吸入または嚥下による気道閉塞また
は窒息（Ｅ911）」、「その他の物体の吸入または嚥下による
気道の閉塞または窒息（Ｅ912）」は除外します。
16．その他の不慮の事故

ただし、「努力過度および激しい運動（Ｅ927）中の過度
の肉体行使、レクリエーション、その他の活動における過度
の運動」および「その他および詳細不明の環境的原因および
不慮の事故（Ｅ928）中の無重力環境への長期滞在、騒音暴
露、振動」は除外します。
17．医薬品および生物学的製剤の治療上使用による有害作用
ただし、外用薬または薬物接触によるアレルギー、皮膚炎

などは含まれません。また、疾病の診断、治療を目的とした
ものは除外します。
18．他殺および他人の加害による損傷
19．法的介入
ただし、「処刑（Ｅ978）」は除外します。

20．戦争行為による損傷

Ｅ800～Ｅ807
Ｅ810～Ｅ819
Ｅ820～Ｅ825
Ｅ826～Ｅ829
Ｅ830～Ｅ838
Ｅ840～Ｅ845
Ｅ846～Ｅ848
Ｅ850～Ｅ858

Ｅ860～Ｅ869

Ｅ870～Ｅ876

Ｅ878～Ｅ879

Ｅ880～Ｅ888
Ｅ890～Ｅ899
Ｅ900～Ｅ909

Ｅ910～Ｅ915

Ｅ916～Ｅ928

Ｅ930～Ｅ949

Ｅ960～Ｅ969
Ｅ970～Ｅ978

Ｅ990～Ｅ999




